
 

  

 

 

e-Gov を経由した電子申請環境への移行および移行時期について 

 

 

 現在、健康保険組合における電子申請は、申請 API※1 と連携する人事給与システムから 

マイナポータル※2を経由した電子申請環境になっておりますが、今後は e-Gov※3を経由した

電子申請環境への移行が本格導入されることになります。 

移行時期につきましては、当初令和 8 年 11 月の予定とされておりましたが、安定的かつ円滑

に実施することを優先とするため、令和 9 年 2 月を目指し進めることになりました。 

e-Gov へ移行後は、厚生年金・雇用保険・労働保険などと同じ仕組みで申請することができ、

申請 API と連携する人事給与システムに対応していない場合においても、e-Gov アプリケー

ション（直接入力方式または人事・給与システムや日本年金機構届書作成プログラムで作成した CSV

データの添付方式）を導入していただくことでオンライン申請が可能になります。 

また、現在申請可能な届書に加え、これまで対応できていなかった届書も順次対応可能と

なります。 

なお、マイナポータルによる申請につきましては、e-Gov が本格導入された後も並行稼働

が一定期間設けられますが期間終了後は閉鎖されますので、お早めに e-Gov への移行に向け

た準備（e-Gov アカウントもしくは G ビズ ID の取得）を進めていただければと思います。 

詳細につきましては、リーフレットを添付しておりますのでご確認ください。 

現在、電子申請を利用されていない事業主様におかれましては、電子申請を始める機会とし

てご検討いただき、ぜひご利用くださいますようお願いいたします。 

 

※1 API ： Application Programming Interface の略。民間の労務会計ソフトウェア等が e-Gov や
マイナポータルなどのシステムと接続できるしくみ  

※2 マイナポータル ： 個人が自分自身の行政手続きを行うためのポータルサイト 
 

※3 e-Gov ： 国の行政手続きをオンラインで行うための共通窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リーフレット】 

■令和９年２月頃予定 健保組合への電子申請が e-Gov電子申請に移行します 

 

≪電子申請におけるメリット≫ 

・24時間 365日いつでも申請可能 

・進捗状況の確認が容易 

・印刷費や郵送費等のコスト削減 

・紛失等リスク回避による情報セキュリティの向上 

 

 

 

 


